
第 1493 回例会     平成 30 年 7 月 11 日(水) 

＜クラブ協議会プログラム＞ 

1.点      鐘  2.ロータリーソング                  

3.開会の言葉 ｢幹事｣    『我らの生業』 

     ＊四つのテスト唱和 

4.会長挨拶  ｢会長｣   5.ガバナー補佐挨拶 

6.クラブ運営について「会長」 

7.幹事としてのクラブ運営｢幹事｣ 

8.クラブ活動報告(計画) 各委員長 

 ●クラブ管理運営委員会  「宇治橋 信雄」 

 ●クラブ広報委員会    「林 重元」 

 ●ロータリー財団     「田邉 揮一朗」 

 ●奉仕プロジェクト委員会 「小牧 義隆」 

 ●会員増強委員会     「太田 忍」 

9.総括      ガバナー補佐 ｢安田 秀一｣ 

10.閉会の言葉       副会長｢武政 勝巳｣ 

第 1492 回例会記録   平成 30 年７月４日（水） 

◎四つのテスト唱和       武政 勝巳君 

１．真実か どうか   ２．みんなに公平か     

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるか どうか  

■会長の時間       会長 鸙野 隆春君 

本日より新

体制となり
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原ロータリ

ークラブの

会長の役を

担うこととな

りました、ひ

ばりのたか

はるです。２

０１８年～２０１９年この一年間皆様何卒よろしくお願

いいたします。職務を全うする不安と緊張、または

新しいことへの挑戦、そして期待を抱きながら、今日

を迎えました。本日は、改めてではございますが、私

の自己紹介をさせて頂きます。昭和５１年２月２２日

（にゃんにゃんの猫の日）生まれでございます。小学

校の３年生まで宮崎市あおき小学校で過ごし、その

後４年生の時に今の自宅である佐土原の広瀬地区

に引っ越し、そこから約８年間高校卒業まで宮崎で

過ごしました。福岡での大学時代では将来を考える

事もなく、なんとかなるだろうとの考えで過ごしており

ました、就職活動にしても、４年の４月から動き出し、

６月に面接試験を受け、８月には内定をもらえました。

今でこそ私の父が作った会社で仕事をしております

が、当時私が２０歳のころ、父は突然会社を辞め、

今の会社を立ち上げた時期であり、帰省するたびに

父の会社の動向をよく母親より聞いておりました。 

今月は売り上げが少ないだとか、来月はどうなる

か？など、そんな中、学費を工面頂き、本当にご苦

労をお掛けしたと思っております。そんな状況でござ

いましたので、父の会社への就職という選択肢はな

く、鹿児島の冒リゾートグループへと進みます。入社

後の３か月間、グループ研修と題してあらゆる事業

所を経験しました。適材適所を見極めるための研修

でしたが、特に自己アピールもせず当たり障りなくそ

つなくこなしておりましたので、結局その結果人員の

割合が多いホテルへの赴任となりました。赴任先は

種ケ島でございます、１９９７年８月自家用車を１台

と、生活道具を携えて、まるで せごどん の奄美へ

島流しのような心境であり、希望もなく向かった記憶

がよみがえります。福岡かから、いきなり種子島で

ございましたので生活格差に驚き、コンビニもなく、

床屋も２時間かかり、買い物はAコープのみ、ガソリ

ンは離島ですので本土より４０円も高くその環境に

慣れるのに随分と時間がかかりました。最初の一年

間はまずは仕事に慣れることが優先されました、仕

事に慣れてくると仕事に対して充実して満足感（やり

がい）が得られます、今度は私生活に不満を抱くよ

うになり、１年が過ぎたあたりから、すぐにでも退職

をしたいという感情がつのってきました。どこを見回

してもサトウキビ畑、甘藷畑、周りにあるのは海ばか

り、その甘藷畑、周りにあるのは海ばかり、その環

境の中で私を４年間も留めた、また原動力となった

のが実はサーフィンでありました。当時の私は２３～

２７歳でした、その働きざかり、遊び盛りに活力を見

出しでくれました。サーフィンは波の力を利用して、

自然と調和するスポーツです、今でも日々自然と葛
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藤したあの頃が蘇ります。その後、鹿児島での２年

間の赴任ののち、現在の職業に就くこととなります。

現在の職業は、包装資材の製造販売でございます。

包装資材を販売しながら、大型の包装機械や、ホー

ムページ作成、デザイン作成、新しいものづくりなど

を日々励んでおります。現在は、新規の仕事の受注、

また原油価格高騰による客先様への値上げのお願

いで奮闘しております。ホテル業の頃は多くの仲間

がおりました、そして毎日たくさんのお客様と接する

ことができました。宮崎に戻った当時は私、父、母親

の３名での仕事、環境が変わり人と接することが激

減、組織の人間がまったくの個人となった瞬間でし

た。人との出会い、人との繋がりで人は生きていく、

一人では何もできないと改めて実感し、そのころか

らあらゆる組織に加入し日々勉強に励みます。人と

繋がりを重要とする営業職でもありますので、率先

して行動、自分をアピール、お客様のお気持ちを組

み込むこと、お客様のおかげで私が成り立っている

わけです、仕事も遊びも色んなお付き合いをしてま

いりました。前職であれば皆無であったであろう自

分を活かすための方法を常に考えて行動しておりま

す。最後になりますが色んな出会いがあったから今

ここに私はおります。自分の行動が生み出した結果、

私はここにおります。自分に与えられた試練や、境

遇を否定するのは簡単です、否定をする前に飛び

込んでみること、その結果、今ここにある会長職は

当然の結果なのではないかと思っております。会長

職とはクラブの代表であり、リーダーでもあるとのこ

とです。この佐土原ロータリークラブは素晴らしい

方々がたくさんいらっしゃいます。私一人では会長

職を全うすることは困難です、皆さん個々のお力を

存分に引き出させて頂きますので、この一年間お力

をお貸しください。よろしくお願いいたします。 

■幹事報告        幹事 籾田 直樹君 

＜文書案内＞

＊日本事務局

＝ロータリー

オンラインシ

ョップスター

トのご案内 

＊ ガバナー

事務所＝

第 VI 期

2730 地区 RLI パート 1 のご案内登録料 1 人

￥6.000 締切 7/31(火) 

＊ 佐土原ライオンズクラブ＝50 周年・・お礼状 

＊ 日本事務局＝クラブ請求額減額のお知らせ 

＊ 地区関係資金前期分￥381.600 送金済報告 

■出席報告      出席委員 太田 雅文君 

○会員数＝26名(免除会員 2名) 欠席届 5名 

○出席数＝20名  ○メーク届 1名(吉田君) 

       □出席率 87.5％ 

■ハッピーBOX 披露      原田 宗忠君 

＜ニコニコへ＞＊林 重元君～おかげさまで 45 歳

になりました。新年度も引き続き精一杯努めますで

ご指導のほどお願い致します。 

＊ 大久保 貞子君～セレモニーお品のワイン購入

させて頂きます。＜財団へ＞＊岩切 正司君～ 

■     7 月各記念月の皆様           

     おめでとうございます。 

 

■    前年度優良出席表彰者        

 

宮原 建樹君 

 

 

おめでとうござ

います。 

宇治橋信雄君 

 

 

 

■  各委員会 委員長より活動計画発表         

クラブ管理運営委員長 

クラブ広報委員長 

ロータリー財団委員長 会員増強委員長より 

 


